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情報館資料収集基本方針 

Ⅰ.収集の趣旨 
本方針は、京都精華大学情報館が収集する資料について必要な事項を定める。 

京都精華大学の建学理念である「人間尊重」と「自由自治」のもと、その教育理念の中に「共
生を目指し、なお自立する人間の形成を目的とするために、現実の人間の問題を扱う学問・
芸術の探求に基づき行わなければならず、その知的資源の創造的な編成と運用は、広く国内
外に貢献することを目指さなければならない」、「現実社会に対する建設的批判と貢献を目
指す、京都精華大学の教育と研究の活動は、また恒に現実と対峙し社会的視点を維持する大
学の経営によって保障されねばならない」と謳われている。 
こうした理念の実現を目指す京都精華大学は、人文社会科学分野の極めて幅広い領域を

持つ人文学部と芸術学部・デザイン学部・マンガ学部・メディア表現学部という、伝統的文
化から現代のカルチャーシーンまでをカバーするユニークな学部構成を持ち、その中での
切磋琢磨を通じて不断に芸術・文化を探求する。 
京都精華大学情報館は、こうした特色ある学部、学科構成、カリキュラムに関連する教育

及び研究に資するため、適切な資料の収集を行い、学部構成に相応しい、京都精華大学なら
ではと評価される収書コレクションを構築することを目指し、すべての学生、教職員の支援
にあたる。 

Ⅱ.資料収集方針 
■基本資料
1.図書

① 人間の形成に資する基本的な資料
② 各専門分野の教育・研究に必要な資料
③ 古典として評価されている資料
④ 諸科学横断的な資料
⑤ 教育課程に必要な資料
⑥ 参考図書
⑦ 本学関係者（教職員、卒業生等）の著作・作品

2.視聴覚教材
① 芸術全般の映像資料・録音資料
② 学際的な記録映像・音響資料
③ 本学主催・共催の各種講演会・イベントの記録資料
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3.逐次刊行物
① 本学学部構成に即した教育・研究に資する各専門分野の基幹的な学術雑誌
② 本学学部構成に即した教育・研究に資する大学・専門研究機関の紀要
③ 本学学部構成に即した教養の向上に資する専門誌

4.新聞
① 国内の全国紙
② 国内の主要地方紙
③ 本学学部構成と関連する主要外国新聞

5.電子資料
新たな電子媒体の増加等、今後の出版動向の把握と有限な収蔵スペースを考慮し、紙資料

からの転換を図りつつ、汎用性が高く、全学的な利用が見込まれるデータベースや電子図書、
電子ジャーナル等の電子資料を収集する。 

➀ 参考図書（辞典、事典）
➁ 語学、ソフトウェア、資格課程
➂ キャリア支援資料
➃ 学術論文

■特色ある資料
本学の特徴ある学部構成と研究分野に見合う個性的な蔵書構成とするために、特色ある

資料の充実を図る。例えば、従来から評価の高いコレクションである美術書・写真集・目録
等の貴重書の充実や、京都の伝統産業との連携を元に美術・工芸品の収集を図り、加えて積
極的に本学教員、学生の作品を収集する。 
また、本学は日本ではじめて、2006 年にマンガ学部、2013 年にはポピュラーカルチャー

学部を開設し、その後のグローバル化の急速な進展、デジタル技術の革新に対応すべく、 
2021年には既存学部を再編し、国際文化学部（2026年から人文学部に名称変更）とメディ
ア表現学部を設置し、国内外の地域研究やアニメーション、音楽、ファッション、といっ
た身近な文化を現代における重要な研究分野として位置づけている。京都精華大学情報館
では、従来の図書資料に加えて、電子資料など、特色ある資料群の形成を目指す。 

以 上 




